
　

４
月
、
子
ど
も
た
ち
の
学
校
生
活
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
友
だ
ち
の
こ
と
、
勉

強
の
こ
と
な
ど
、
期
待
と
不
安
が
入
り

混
じ
る
新
年
度
で
す
。
大
人
も
同
様
に
、

新
た
な
職
場
や
環
境
な
ど
で
、
新
た
な

人
間
関
係
を
築
く
日
々
が
始
ま
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
、
表
情
が
分
か
り
づ
ら
い
マ
ス
ク
着

用
の
中
で
の
出
会
い
で
す
。
マ
ス
ク
越
し

に
見
え
る
あ
の
子
、
あ
の
人
は
ど
ん
な
人

な
の
か
？
関
係
を
築
く
た
め
に
は
、
相

手
を
受
容
す
る
”私
“
が
問
わ
れ
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

新
し
く
来
た
人
も
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り

　

あ
る
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
が
、
国
内
外

で
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。き
っ
か
け
は
、

居
住
地
域
の
近
隣
に
大
型
商
業
施
設
が

で
き
た
こ
と
で
し
た
。
学
校
、
公
共
施

設
、
企
業
を
巻
き
込
み
、
新
旧
の
地
域

住
民
で「
一
緒
に
お
も
し
ろ
い
こ
と
や
り

ま
し
ょ
う
！
」を
合
言
葉
に
、「
で
あ
い
」

「
つ
な
が
り
」の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
創
り

出
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、

●

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
フ
ェ
や
駄
菓
子

屋
の
開
店

●

野
菜
の
朝
市
の
開
設

●

高
齢
者
の
憩
い
の
場
の
開
設 

な
ど

住
民
の「
元
気
」を
生
み
出
す
活
動
を
し
、

人
間
関
係
の
希
薄
さ
、
高
齢
者
の
居
場

所
と
い
っ
た
課
題
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
に
は
年
齢
や
、
住
ん
で
い
る
ま

ち
、
引
っ
越
し
て
来
た
人
で
あ
る
こ
と

の
垣
根
は
あ
り
ま
せ
ん
。
相
手
の「
困
り

ご
と
」に
誠
実
に
耳
を
傾
け
、
そ
れ
を
解

決
す
る
、
相
手
を
受
容
す
る
姿
が
こ
こ

に
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
地
域
の
取
り
組
み
や
、
ま
ち
の

雰
囲
気
を
気
に
入
り
、
転
入
さ
れ
る
人

も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

異
な
る
文
化
を
尊
重
し
、
関
係
を
広
げ
る

　

出
会
い
は
文
化
を
ま
た
が
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
数
年
前
、
保
護
者
の
人
権
研
修

で
、「
わ
が
子
が
カ
レ
ー
を
手
で
食
べ
て

い
る
場
面
を
見
た
と
き
、
親
と
し
て
か
け

る
言
葉
は
？
」と
問
い
か
け
ま
し
た
。「
や

め
な
さ
い
、
行
儀
が
悪
い
で
し
ょ
！
」多

数
は
こ
の
よ
う
な
反
応
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
外
国
人
の
女
の
子
が
、
手

で
食
事
を
す
る
写
真
を
紹
介
し
ま
す
。

食
事
の
方
法
に
は
、
手
や
食
器
を
使
う

な
ど
、
食
べ
物
や
調
理
の
方
法
、
食
の

作
法
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
食
文
化

に
合
わ
せ
た
食
べ
方
が
あ
り
ま
す
。
写

真
の
場
面
が
そ
の
国
の
文
化
で
あ
る
こ

と
を
知
る
と
、「
へ
え
～
、
そ
ん
な
国
も

あ
る
ん
で
す
ね
」と
、
参
加
者
の
反
応
は

変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

大
人
も
子
ど
も
も
、
文
化
に
対
す
る

偏
見
や
思
い
込
み
を
無
意
識
に
持
っ
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
学
習
を
通
し

て
異
な
る
文
化
を
尊
重
し
、
自
分
の
視

野
や
、
こ
れ
か
ら
出
会
う
人
と
の
関
係

を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
よ
り
よ

い
関
係
は
、
多
文
化
共
生
の
社
会
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

「
相
手
を
受
容
す
る
」そ
の
先
に
…

　

こ
れ
か
ら
出
会
う
人
と
の
関
係
を
広

げ
、
多
様
な
人
と
協
働
し
な
が
ら
社
会
的

変
化
を
乗
り
越
え
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
※

が
め

ざ
す『
持
続
可
能
な
社
会
』を
実
現
す
る

た
め
に
、
”相
手
を
受
容
す
る
“
こ
と
の

大
切
さ
を
改
め
て
考
え
た
い
も
の
で
す
。

※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（Su

stain
ab
le�D

evelo
p
m
en
t�

G
oals

）：

貧
困
や
不
平
等
、
経
済
や
環
境
な
ど
、

世
界
が
直
面
す
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

国
連
加
盟
国
が
２
０
３
０
年
ま
で
に
達
成
す
る

た
め
に
掲
げ
た
目
標
。「
だ
れ
一
人
取
り
残
さ
な

い
」を
合
言
葉
に「
持
続
可
能
な
社
会
」を
め
ざ
し

て
い
る

「出会い」～新たな人間関係を築く ４ 月に寄せて～
差別のない明るいまちに問  人権センター（大路二）

　 ☎563-1177、563-7070

　発達支援センターでは、年齢問わず、発達に支援が必要な人への相談支援や
通所支援、相談支援ファイルの配布などを行っています。
問 発達支援センター（西渋川二）☎569-0353、566-5144

4 月 2 日㈮ 世界自閉症啓発デー
4月2日〜8日

発達障害啓発週間

COLUMN
コラム

人権センターからの
お知らせ

　 5月 ６ 日㈭から人権セン
ターは、キラリエ草津（大路
二）に移転します。そのため
4月30日㈮、 5月 1日㈯は人
権啓発ライブラリー（図書、
ビデオ）の貸出業務を停止し
ますので、ご理解をお願いし
ます。なお、人権相談業務
は通常どおり行います。

優先接種の対象者である６５歳以上の人に、 4月2５日㈰以降にワクチンの接種を実施します。
4月12日㈪から接種予約の受付（先着順）を開始します。

予約開始時点では、国からのワクチン供給量が限定的であり、予約の取りにくい状況が想定されますが、
今後のワクチン供給量を見定めながら、５月中旬以降、順次接種体制を拡大していく予定です。

新型コロナウイルスワクチンの接種が始まります

█ 優先接種対象者
　６5歳以上の人
　（昭和32年 4月 1日以前に生まれた人）
　※�3月31日に接種券（クーポン券）を送付し
ます。4月9日㈮までに届かない場合は、
コールセンターへお電話ください

█ 接種場所
　草津市役所（草津三）
　近江草津徳洲会病院（東矢倉三）

█ 接種費用
　無料

█ 予約方法〔先着順〕
　 4月12日㈪ 9：00～
　コールセンターへ電話か
　予約サイト　　　　　　　

◉市専用コールセンター
　☎ 0570‐009‐300
　�受付時間　�平日 9：00～17：00� �

（�5 月までは土・日曜、� �
祝日も対応）

█ その他
・�予診票を記入して持参してください。
・�当日は、道路渋滞の防止のため、駐車場
利用における左折による出入りにご協力
ください。

優先
順位

①医療従事者など
②６5歳以上の人
③�基礎疾患がある人や高齢者施設
などの従事者（ワクチン供給量
によっては６0～６4歳の人）
④それ以外の人

●　接種までの流れ　●

5
6 予診、接種

接種当日は自宅で体温測定し、体調を確認して、
肩を出しやすい服装で会場へお越しください。

終 了

１
接種券（クーポン券）が届く
65歳以上の人に接種券
（クーポン券）が届きます。 接種券

2
予約する
●コールセンターへ電話
●予約サイト
※�予約は先着順です。�
予約がない場合、�
接種を受けられません

接種会場に行く
持ち物
●接種券　　●予診票
● �本人確認書類（運転免許証、健康保険被保険者証、� �
シルバーほっとカード、マイナンバーカードなど）

〈定期的に通院・服薬している人〉
●かかりつけ医の確認書　　●おくすり手帳

4

受付

最新情報は市ホームページでご確認ください。

問 新型コロナウイルスワクチン対策室（ 2 階） ☎561-0184、561-2482

3
接種券（クーポン券）に同封された「予診票」を記入
定期的に病院などに通院している人は、定期受診の際に主
治医にワクチン接種について相談の上、同封の「かかりつけ
医の確認書」を主治医に記載してもらい、接種当日に持参
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